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○本資料は、ＳＢＩアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータに基づき作成されておりますが、その正確性、完全性について保証するもので
はありません。また、将来予告なく変更されることがあります。○本資料中のグラフ、数値等は過去のものであり、将来の傾向、数値等を予測するものではありま
せん。○投資信託は値動きのある証券に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、元本保証はありません。○投資信託の運用による損益はすべ
て受益者の皆様に帰属します。○お申込みの際には必ず投資信託説明書（交付目論見書）の内容をご確認の上、お客様自身でご判断ください。
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黄金時代を迎えるスリランカ

 5年前に約26年間に及ぶ内戦を終え、現在スリランカは経済の急激な発展段階にあります。
 2014年7-9月期の実質ＧＤＰ成長率は、前年同期比+7.8％となりました。世界銀行の報告書によれば、
スリランカは2003年から2012年の10年間のＧＤＰ成長率が年平均+6.4％となっています。

 海外からのスリランカ向け直接投資（ＦＤＩ）については、今年1-9月期の期間は前年同期比で+49％の資金
が流入しており、2014年9月には安倍晋三首相が同国へ訪問するなど、同国への注目が高まっています。

産業の特徴
 以前は農業依存型の経済体制でしたが、近年の経済発展に伴い、
製造業や小売業が発展する段階になっています。現在では衣類製品が
最大の輸出品目となっています。

 また観光業も盛んであり、8つの世界遺産を有しています。近年では
観光客数も急激に増加しており、産業の多角化も進んでいます。

順調な経済発展を遂げるスリランカ

農業依存型経済から脱却し、産業成長を遂げるスリランカの経済成長スピードは急激に加速しています。
一人当たりＧＤＰは2009年からの5年間でおよそ1.5倍にまで増加しています。

（出所）JETROのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成
※データ期間 2009年1月～2013年12月末
※上記は作成時点での過去の実績等を示したものであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。

※ハーベスト グローバル インベストメント リミテッド提供の情報に基づき、ＳＢＩアセットマネジメントが作成
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同国の株式市場は、グローバル株式市場の中でも最も収益率の高い市場の一つとなっています。
今年に入り、スリランカ中央銀行の金融政策に支援される格好で、コロンボ全株指数は過去最高値を更新し続け
ています。景気拡大局面が続く中、好調な企業業績への期待感から、海外機関投資家からの資本が堅調に流入
しています。
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スリランカ株式市場への資本流入
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（出所）ブルームバーグのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成
※2008年末を100として指数化したもの。（データ期間 2009/1/1～2014/11/28）
※上記は作成時点での過去の実績等を示したものであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。

今後の見通しと運用方針

2010年の大統領選挙で勝利したラジャパクサ大統領が2015年前半に早期の解散総選挙を
求める中で、我々は同国の政治情勢に関して引き続き楽観的な見方をしています。国際政
治の専門家の大半は、ラジャパクサ大統領のリーダーシップの下で同国の経済が力強く発
展し、同大統領の支持率が引き続き高い水準で推移すると見られていることを考慮し、同氏
が引き続き大統領として3期目を務める可能性が高いと考えています。

今後も同国経済の成長軌道を維持するために、より好ましい経済政策や各種補助金等の施
策が実行されると我々は見ています。

また、スリランカの生活必需品セクターは、海外就労者の母国向け送金額の増加や、国内労
働者の賃金上昇に伴う同国の消費拡大の恩恵を引き続き受けると見ています。また、同国
の観光サービス業は、消費関連セクターにおけるもう一つの明るい材料であり、首都コロン
ボの海岸沿いでは、カジノ併設型総合リゾートの開発が進行中です。外国人観光客は、
インドや中国からの観光客の増加により、引き続き前年比で2桁の伸びが続いています。

インフラ関連においても、同国の更なる経済成長を下支えするために政府が取り組んでいる
湾岸、高速道路、空港開発の恩恵を受けると我々は考えています。

※上記コメントは、当ファンドの実質的な運用者であるハーベスト グローバル インベストメ
ント リミテッド作成レポートを、SBIアセットマネジメントが和訳・編集して記載しております。
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て受益者の皆様に帰属します。○お申込みの際には必ず投資信託説明書（交付目論見書）の内容をご確認の上、お客様自身でご判断ください。
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国連の将来人口推移予測によると、スリランカは今後2050年までにかけて人口・労働力が増加していく見通し
となっており、また産業構造の変化による急激な経済発展期待が高く、最近ではカジノ建設の見通しが立っているこ
と、そして豊富な観光資源にも恵まれており、様々な要因での経済成長が見込める国となっています。
これらのことより、投資魅力の高いフロンティア諸国への分散投資の必要性が徐々に高まってきていると考えられます。
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と、そして豊富な観光資源にも恵まれており、様々な要因での経済成長が見込める国となっています。
これらのことより、投資魅力の高いフロンティア諸国への分散投資の必要性が徐々に高まってきていると考えられます。

人口増・産業構造の変化・観光国という３つの光

出所：スリランカ政府観光局 ＨＰ

近年、新興国よりも発展期待の高い、フロンティアと呼ばれる地域に注目が集まりつつあります。
ハーベスト アジア フロンティア株式ファンドはスリランカ株式への投資も行っており、
今後、フロンティア諸国の経済成長の恩恵を大きく受けられる可能性があります。

近年、新興国よりも発展期待の高い、フロンティアと呼ばれる地域に注目が集まりつつあります。
ハーベスト アジア フロンティア株式ファンドはスリランカ株式への投資も行っており、
今後、フロンティア諸国の経済成長の恩恵を大きく受けられる可能性があります。

投資対象国・地域別構成比率

スリランカ株式への投資：ハーベスト アジア フロンティア株式ファンド

ハーベスト アジア フロンティア株式ファンド 基準価額

（出所）ブルームバーグのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成
※データ期間 2011年10月28日（設定日）～2014年10月末
※上記は作成時点での過去の実績等を示したものであり、
将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。

（2014年10月31日基準）
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※各比率の合計が四捨五入の関係で100％にならないことがあります。

0

200

400

600

800

1,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

純資産総額(右軸)
基準価額(左軸)
累積投資基準価額(左軸)

2011/10/28 2012/10/31 2013/10/31 2014/10/31

（百万円）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

中国

スリランカ

バングラデシュ

米国

その他（シンガポール）

ベトナム

その他（台湾）

その他（韓国）

モンゴル

ルクセンブルグ

現金



4

情報提供資料
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